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平成 21 年７月期第２四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年９月 12 日の決算発表時に公表した平成 21 年７月期（平成 20 年

８月１日～平成 21年７月 31日）の第２四半期累計期間の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．平成 21年７月期の第２四半期累計期間業績予想の修正（平成 20年８月１日～平成 21年１月 31日）  
  （金額単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 １株当たり 

四半期純利益 
前回発表予想（Ａ） 415 △65 △50 △52 △885.10 円 

今回修正予想（Ｂ） 388 △121 △110 △115 △1,974.25 円 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △27 △56 △60 △63 △1,089.15 円 

増  減  率（％） △6.5 ─ ─ ─ ─ 

（ご参考）前年同期実績 
（平成 20年１月中間期） 359 △289 △271 △284 △4,839.50 円 

 
２．修正の理由  

円高等の影響を受けて、海外向け売上が全般的に伸び悩んだこと、海外向け取引価格の引下げを余儀な

くされましたこと等により、当初売上計画の構成に差異が生じ、各利益が計画を下回ったため。 
 

なお、平成 21 年７月期（平成 20 年８月１日～平成 21 年７月 31 日）の通期業績予想につきましては、

既に第３四半期からファーマギャバ®が採用されたジョーンズソーダ社のＪＯＮＥＳ ＧＡＢＡが販売開

始されましたことに伴い受注の回復を見込めること、その他新製品の今春以降の採用が見込まれること等

により、当第２四半期までの計画未達部分を回復し、当初計画を達成できる見込であります。 
 

当社では、経営の根幹に係る開発部門や営業戦略の強化を図ることに加え、製造管理の徹底等の企業体質の

改善に取り組んでおります。さらに、前年度より実施いたしております合理化施策により、第１四半期、第２

四半期とも経費圧縮の成果をみております。今後も、経費の圧縮や合理化を進め、強い危機感をもって業績の

回復、向上に注力してまいる所存であります。 
 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以上 


